
知立市は、Pitch FMと
災害時の放送に関する
協定を結んでいます。
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広告

　

知
立
文
化
広
場
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ

ん
の
成
果
発
表
で
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

２
月
10
日
㈯
・
11
日
㈷

▼
と
こ
ろ　

知
立
文
化
広
場

○
作
品
展

・ 

と
き　

２
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
～
午

後
５
時
、
11
日
㈷　

午
前
９
時
～
午
後

３
時

・ 

展
示
内
容　

写
真
・
手
作
り
絵
本
・
絵

手
紙
・
書
道
・
俳
句
・
生
け
花
・
手
芸
・

園
児
作
品
な
ど

○
芸
能
発
表

・ 

と
き　

２
月
11
日
㈷　

午
前
９
時
10
分

～
11
時
頃

・ 

発
表
内
容　

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
朗
読
・
民

謡
・
大
正
琴
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
太
極

拳
・
合
唱
な
ど

○
呈
茶

・ 

と
き　

２
月
11
日
㈷　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
茶
券　

１
席
300
円

▼
問
合
せ　

生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課　

生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
内　

☎
（83）

１
１
６
５　

月
曜
休
館
）

　

今
年
の「
も
っ
と
知
り
た
い
シ
リ
ー
ズ
」

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
出
身
の
留
学
生
を
講
師

に
迎
え
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
お
菓
子
を
食
べ

な
が
ら
出
身
地
の
文
化
・
風
習
な
ど
を
お

聞
き
し
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
お
話
を
聞

い
た
あ
と
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身

の
研
修
生
と
交
流
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

２
月
10
日
㈯

午
後
２
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

メ
ー
プ
ル
け
や
き
（
八
ツ
田

町
泉
45
）

▼
講
師　

タ
ン
イ
ェ
ン
シ
ン
氏

▼
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

300
円

※�

国
際
交
流
協
会
の
会
員
は
招
待
券
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

１
月
19
日
㈮
～
30

日
㈫
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
協
働
推
進
課
内　

☎
（95）

０
１
４
４
）
へ
。

あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

▼
と
き　

２
月
７
日
㈬　

午
前
10
時
～
11

時
30
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館　

和
室

▼
内
容　

自
由
あ
そ
び
、
わ
ら
べ
う
た
、

読
み
聞
か
せ
、
育
児
相
談
な
ど

▼
対
象　

１
歳
６
か
月
ま
で
の
子
ど
も
と

保
護
者

▼
申
込
み　

不
要

▼
問
合
せ　

文
化
会
館
（
パ
テ
ィ
オ
池
鯉

鮒　

☎
（83）
８
１
０
０
）

人
形
劇
鑑
賞

▼
と
き　

２
月
28
日
㈬　

午
前
10
時
45
分

～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館　

リ
ハ
ー
サ
ル
室

１▼
出
演　

人
形
劇
サ
ー
ク
ル　

ぐ
・
ち
ょ

き
・
ぱ

▼
演
目　

「
山
の
音
楽
家
」、「
三
び
き
の

こ
ぶ
た
」

▼
対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

▼
定
員　

35
組
（
先
着
順
）

▼
観
覧
料　

無
料

▼
申
込
み　

１
月
23
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

電
話
で
文
化
会
館（
☎
（83）
８
１
０
２
）へ
。

※
翌
日
か
ら
は
窓
口
で
も
受
付
け
ま
す
。

▼
問
合
せ　

文
化
会
館
（
パ
テ
ィ
オ
池
鯉

鮒　

☎
（83）
８
１
０
０
）

　市内および近郊にお住まいの外国籍および外国
にルーツを持つ人が、日本で感じた文化や習慣へ
の印象、日頃考えていることを日本語でスピーチ
します。
　あなたも耳を傾けてみませんか？思わぬ発見が
あるかもしれません。皆さんのご来場をお待ちし
ています。

▶と　き　2月25日㈰　午後1時30分～午後4時
▶ところ　中央公民館　講堂
▶内　容　スピーチコンテスト、民族衣装ファッ
ションショー、日本文化紹介、異文化体験タイム
※�スピーチ終了後には、お茶とお菓子で楽しい交
流会を行います。
▶定　員　50人（先着順）
▶参加費　無料
▶申込み・問合せ　1月22日㈪～2月16日㈮の午
前9時～午後5時に国際交流協会事務局（協働推
進課内　☎95-0144）へ。

知
立
文
化
広
場「
文
化
の
つ
ど
い
」

も
っ
と
知
り
た
い
マ
レ
ー
シ
ア

お
や
こ
DE
パ
テ
ィ
オ

第7回国際ワンネスフェスティバル
「外国人による
日本語スピーチコンテスト」
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広告

と　き ところ おはなし 内　容

絵本の時間

2月1･8･15･22日
いずれも木曜日
午後2：30～

※�15日は午前11時から
も行います。

おはなしコーナー 図書館職員・
ボランティア

絵本の読み聞かせ・ミニブック
トーク・紙芝居など

紙芝居の会 2月17日㈯
午後2：00～ おはなしコーナー あおみの会

朗読グループ
「おさるさん」
「ばけこちゃんのひなまつり」

ストーリー
テリング※

冬の日のおはなし会
1月27日㈯
午後2：30～

視聴覚室（2階） おはなしの会
ホットケーキ

「雪女」（日本の昔話）
「ねずみのすもう」（日本の昔話）
「屋根がチーズでできた家」など

おはなし会 2月1日㈭
午前11：00～ おはなしコーナー

読み聞かせ
グループ
ぼちぼちの会

「あかたろうの1・2・3の3・4・
5」（絵本）
「あかおにくん」（しかけ）
「うさぎさんがかぜひいた」
（パネルシアター）など

映画上映会
2月10日㈯

【1】午前10：30～
【2】午後2：00～

視聴覚室（2階）

「100回泣くこと」
（上映時間　約120分）
※�混雑時は入場制限をする場合
があります。

※ストーリーテリングとは、�絵本も紙芝居も人形も使わずにお話だけを聞いて楽しむことです。

　エプロンシアターとは、エプロンを舞台に行う臨場
感に溢れた人形劇です。大型絵本も実演しますので、
ぜひ聞きにきてください。
▶と　き　2月4日㈰　午後2時30分から
▶ところ　図書館　おはなしコーナー（1階）
▶対　象　幼児・小学生から
▶行う人　図書館職員
▶内　容　エプロンシアター「さるかに話」、
大型絵本「ノラネコぐんだんパンこうじょう」など
▶問合せ　図書館（☎83-1131）

図書館のもよおし
1月・2月
【問合せ】図書館
　　　　　☎83-1131

エプロンシアターと大型絵本のおはなし会
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有
　
料
　
広
　
告

●不動産、建築トラブル　●相続、遺留分、離婚
●交通事故、労災事故　　●企業法務　　
●債権回収　　　　　　　●破産、債務整理　　　●刑事

刈谷駅南口よりすぐ
刈谷市若松町2丁目2番地

０５６６-９１-０２１０

白濱法律事務所
（愛知県弁護士会所属）

弁護士法人

shttp://si-law-office.com

刈谷事務所 ☎
JR岡崎駅東口よりすぐ
岡崎市羽根町字北ノ郷45

０５６４-５４-３７７７岡崎事務所 ☎

広告

相談料無料
（初回30分）

弁護士　白濱　重人
弁護士　香川　広志
弁護士　西尾祐一郎
弁護士　居石　孝男
弁護士　古田　博大
弁護士　西森　雄紀

　

江
戸
時
代
後
期
に
流
通
し
た「
死
絵
」は
、�

人
気
歌
舞
伎
役
者
の
死
亡
を
通
知
す
る
た

め
に
描
か
れ
た
浮
世
絵
で
す
。
こ
の
「
死

絵
」
を
題
材
に
、
絵
画
か
ら
昔
の
宗
教
観

や
死
生
観
を
読
み
解
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
八
代
目
市
川
團
十
郎
の
死
絵
を

中
心
に
様
々
な
タ
イ
プ
の
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。

▼
と
き　

２
月
17
日
㈯　

午
後
２
時
～
４

時

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

視
聴
覚
室（
２
階
）

▼
講
師　

鷹
巣
純
氏
（
愛
知
教
育
大
学　

教
授
）

▼
対
象　

16
歳
以
上

▼
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
み　

１
月
27
日
㈯
午
前
９
時
か
ら

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
。

※�

翌
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
も
受
付
け

ま
す
。

▼
問
合
せ　

図
書
館
（
☎
（83）
１
１
３
１
）

　

平
成
30
年
度
第
１
学
期
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間

〔
第
１
回
〕
２
月
28
日
㈬
ま
で

〔
第
２
回
〕
３
月
20
日
㈫
ま
で

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
付
け
て
い

ま
す
。

※�

資
料
請
求
は
、
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
付

け
て
い
ま
す
。

○
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

▼
問
合
せ　

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
５
２
（831）
１
７
７
１
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〈
現
金
の
寄
付
〉

・
昭
和
３
丁
目
芋
煮
会　
　
　

４
千
200
円

　昭和24年1月26日に世界最古の木造建築である
法隆寺金堂が炎上し、壁画の大半が焼失するとい
う事件が起こりました。この事件は、国民にとっ
て強い衝撃であり、国内だけではなく国外にも報
道され大きな波紋を投げかけました。
　この出来事を契機に、文化財を守り継承してい
くことの重要性が認識されました。このような悲
劇が再び繰り返されないことを願って、文化庁お
よび消防庁では、毎年1月26日を「文化財防火デー」
として定め、全国的に文化財を火災から守る運動
を実施しています。
　市では下記のとおり訓練を実施します。皆さん
のご協力をお願いします。
▶と　き　1月25日㈭　午前10時から
▶ところ　遍照院境内
▶問合せ　歴史民俗資料館（☎83-1133）

放
送
大
学
４
月
生
を
募
集
し
ま
す

図
書
館
講
演
会

「
死
亡
通
知
の
浮
世
絵

ー
死
絵
の
世
界
ー
」

文化財防火デー 消防訓練
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長
会
や
教
頭
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
意
見
を
集
約
し
、
ま
た
、
総
合
教
育
会

議
の
場
で
、
市
長
や
教
育
委
員
に
も
現
状

を
示
し
、
協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
教
育
委
員
会
主
催
の
会
議
や

報
告
の
精
選
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
の
水
泳
記
録
会
・
陸
上
記
録
会
、

中
学
校
の
朝
部
活
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
長
い
歴
史
が
あ
り
、
教
育
的
な

意
義
の
大
き
い
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

す
が
、「
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
構
築
」

の
た
め
に
苦
渋
の
決
断
を
し
ま
し
た
。
小

学
校
の
記
録
会
が
な
く
て
も
、
体
育
の
授

業
の
充
実
に
よ
っ
て
十
分
に
補
完
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。中
学
校
の
部
活
動
は
、

日
課
変
更
に
よ
っ
て
通
年
で
帰
り
の
練
習

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
近
隣

市
に
お
き
ま
し
て
も
、
朝
部
活
は
取
り
や

め
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
様
々
な
教
育
活
動

の
見
直
し
や
効
率
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

教
員
の
心
身
の
健
康
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
豊
か
な
発
想
と
意

欲
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
教
育
が
実
践
さ
れ

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

知
立
市
教
育
委
員
会　

教
育
長　

川
合
基
弘

▼
問
合
せ　

学
校
教
育
課　

学
校
教
育
係

（
☎
（95）
０
１
３
６
）

◎
よ
り
よ
い
教
育
を
目
指
し
て

　

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
「
働
き
方
改

革
」
や
「
教
員
の
多
忙
化
解
消
」
の
話
題

が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

教
員
の
仕
事
は
、
学
習
指
導
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
生
徒
指
導
、
情
操
教
育
、
体

験
活
動
、
地
域
連
携
、
環
境
整
備
な
ど
多

方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ

の
時
々
の
教
育
課
題
を
解
決
し
た
り
、
教

育
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
り
す
る
こ
と
に

も
、
教
員
は
真
摯
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
仕
事
量
は
膨
大
に
な
り
、

多
く
の
教
員
が
恒
常
的
に
疲
弊
し
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
朝
６
時
台
か
ら

駐
車
場
に
車
が
あ
り
、
夜
10
時
過
ぎ
て
も

職
員
室
の
電
気
が
点
い
て
い
る
学
校
を
見

る
に
つ
け
、「
何
と
か
し
な
け
れ
ば
。」
と

胸
を
痛
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
７
月
に
市

内
の
教
員
に
行
っ
た
調
査
に
よ
り
ま
す

と
、
本
市
の
教
員
の
在
校
時
間
は
、
全
国

的
な
レ
ベ
ル
を
上
回
る
も
の
で
し
た
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
教
育
活
動
で
不
必
要

な
も
の
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の

た
め
に
、
よ
り
良
い
教
育
の
た
め
に
、
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
ば
か
り
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
た
め
に
教
員
が
自
分
の
生
活
を

犠
牲
に
し
、
時
に
は
心
身
の
健
康
を
損
な

う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
結
局
よ

い
教
育
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に
、
校

　フリージャズを基調にジャンルレスで圧倒的なパフォーマンスを繰り広げる音楽集団「渋さ知らズオーケ
ストラ」と市民の皆さんでつくるスペクタクルな音楽会です。スケール感満載のステージをお楽しみください。

▶と　き　2月12日㈷　午後5時開演（午後4時30分開場）
▶ところ　文化会館　かきつばたホール
▶出　演　渋さ知らズオーケストラと公募による市民の皆さん
▶チケット料金（全席自由）
〔一般〕2000円　　　〔パティオしーと会員〕1800円
〔22歳以下〕1000円（会員・一般とも）
※未就学児の入場は親子室に限ります。
※�車椅子席・親子室席のチケット申込みは文化会館
　アートセンターにご連絡ください。（席に限りがあります）
▶チケット取扱い　・文化会館チケット専用電話（☎83-8102）
　　　　　　　　　・文化会館WEB販売（ホームページ　http://www.patio-chiryu.com/）
※チケット好評発売中！
▶主　催　一般財団法人ちりゅう芸術創造協会
▶制作協力　株式会社プランクトン
▶協　賛　知立市、知立市教育委員会
▶助　成　平成29年度文化庁劇場・音楽堂等活性化事業、一般財団法人地域創造
▶問合せ　文化会館（パティオ池鯉鮒　☎83-8100）

市
教
委
だ
よ
り
―

学
―
次
回
定
例
会　

２
月
８
日
㈭

午
前
９
時
30
分
～

市
役
所　

第
４
会
議
室

市民とつくる舞台芸術プロジェクト

渋さ知らズオーケストラ in Chiryuしみん音楽会
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